「ときに A さんご 

「なんだい B さんご 

「十 年 経ったら、 ラジオ 界 はどうなる？」 

「しれた こと サ。 ラジオ 界 なんてえ もの は、 無くなる 

にき ま つてる。」 

「へえ、 なくなる かい。 今 は 随分 流行って るよう 

だが ネ。 無くなる と は、 ャレ 可哀相に …… ご 

「お前 は 気が 早い。 くやみ を 言う にや、 当らない よ。 

僕 は ラジオ 界 がなくなる と 言った が、 『ラジオ』 までが 

無くなる と は、 言い やしないご 

「ややつ こしい ネ、 A さん。 そんな ことが 有り得る も 



のかい ご 

「勿論 サ、 B さん。 人間の 生活に 於け る 水 や 火の よう 

に、 これからの 世の中 は、 ラジオが すべての 方面の 生 

ひつじゅ てき 

活 手段に、 必需 的な ものと なって ゆく の だ。 『ラジオ 

じょう へき 

界』 などと いう 小さい 城壁 にたて こもる ことが 許さ 

れ なくなる。 一に も ラジオ、 二に も ラジオで、 結局、 

世界 は ラジオ 漬けになる であろう よご 

「ラジオ 漬け に は、 今から 謝つ とくよ。 この 懐し 

い 世界が、 あの 化物の ように 正体の 判らない ラジオな 

んぞ にっかって しまう と 聞いて は、 生きて いるの が 苦 

しい。 僕 はそんな ことになる 前に、 自殺す る 方が、 ま 



しだ ご 

「君に は 気の毒 だが ネ B さん。 自殺 をした つて、 ラジ 

ォは 自殺者 を 追い 駆ける。 なにしろ この 世と、 死後の 

あの世と が、 ラジオで 連絡され るの だから ネ。 —— た 

とえば 此処に C 子と いう トテ シャンが あ つたと する。 

はな は めんもく 

彼女 は 或る 甚だ 面目ない こと を 仕で かし、 面目な さ 

にシォ らしく、 ドボ ー ンと 投身 自殺 を果 したと する。 

しょうき 

やがてい よいよ 死の 国で、 わが C 子 は 正 気づく。 する 

いこ いとま たち ま しゃば 

と 憩う 遑も なく、 忽ち 娑婆から 各 新聞社が 自殺 原因 

を ラジオで 問い合わせて 来る。 親た ちゃ、 友人 や、 恋 

人 も ラジオで 訊ねて 来る。 受持 区域の 交番から ォマヮ 



リ さんが 調べに 来る。 冥土に 於け る C 子の 姿 は 

テレヴ イジ ョ ン なかつぎ 

無線 遠視に 撮られて、 直ちに 中央放送局へ 中継され る。 

娑婆で はこれ を、 警察庁 公示 事項の 二 ュ —ス として C 

子の 姿 を 放送す る。 それ は、 一 ッには 冥土への 安着 を 

報せ、 二 ッには 娑婆に 債権者で も あれば 今の 内に 申し 

出て、 何とか 解決 方法 を とらせる ためで ある …… 」 

「一寸 待った A さん。 君の 話 は 面白い が、 何だか 落語 

ほら だいおう 

か 法螺 大王の 話 をき いている ような 気がする。 A さん、 

しょうき 

怒つ ちゃい けない よ —— 君 は 本当に 正気で 言って るの 

ゝ、 o 一 

力 V 」 

「度し難い B さん。 これ は 皆、 専門の 学術から 割り出 



長が 判れば あと は ラジオと して 物理的に 取り扱え るよ 

うになる ご 

「フ— ン、 そんな もの かな。 —— それから、 冥土に 居 

る C 子の 姿が 何故 娑婆から 見える の だいご 

テレヴ イジ ョ ン 

「それ は 無線 遠視 —— つまり、 『眼で 見る ラジオ』 とい 

うのが 完成して 実用され るか ら だ 。 無線 遠視 は 冥 土 に 

於いて は 夙に 発達して いる。 地獄の 絵 を 見る と、 お 

えんま 

閻魔 さまの 前に 大きな 鏡が ある。 赤 鬼 青 鬼に ひった て 

もうじゃ せ いぜん ざいあく 

られて 亡者が この 鏡の 前に 立つ と、 亡者 生前の 罪悪が 

だ いまきよ う 

一遍の 映画と なって 映り 出す。 この 大魔鏡 こそ は 

タイム マシ— ン 

航 時機 を 併用して 居る 無線 遠視 器で ある ご 



「脅す ぜ A さん。 じ や 矢張りお 閻魔 さまの 前に 並んで 

いる 『見る 眼』 や 『嗅ぐ 鼻』 も、 ラジオ 的に 理屈の あ 

る ものな のかい ご 

ラジオ ■ デレク ショ ン ファインダ— 

「勿論 さ B さん。 『嗅ぐ 鼻』 は 無線 方向探知器 の 発 

フォト ■ エレクトリック ■ レシ— パ — 

達した もの。 『見る 眼』 は 光電 受 信 機の 発達し 

たる ものな のサ。 これ 等 も 十 年後に は、 君の 前へ 正体 

を 明らかにす るだろう ご 

「じ や、 うっかり 死ぬ わけに は 行かない ネ。 無銭 飲食 

をした 揚句、 自殺と 出掛けても 娑婆から 借金取りが 無 

線で 押し寄せる なぞ、 洒落に もなら ない。 この 世の 悪 

事 は、 すべ て 自 らが 償 わねば ならなくなる わけ だネ」 



「だから、 この 世で 悪事 をす る ものが 絶えて しまう。 

ラジオの お蔭で、 この 世ながら の 神の 国、 仏の 国と な 

る。 有難い じ やない かご 

「 —— そり やい いが、 この 世から あの世へ 伸す ことが 

できる という からに は、 あの世の 亡者 連中 もこの 世へ 

のさば つてく る ことにな リ やしない かい。」 

「それ は 大有り さ。 幽霊なん か ゾロゾ 口 現れる だろう 

な。 そり やどう も 仕方がない サ。 君 を 思いつめ、 君の 

奥さん を 呪って 死んだ D 子の 亡霊なん ぞ、 早速 ドロ ド 

口と やつ てく るぜご 

さんぜん 

「ゥヮ ー ッ。 僕 は 明日から、 参禅 生活 を 始める 決心 を 
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